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濁
伯
雄
大
銀
行
と
工
業
の
集
中
運
動

第
四
十
三
巻

第

就

ーノ、

四

濁
逸
大
銀
行
三
工
業
の
集
中
運
動

|
|
ヤ
イ
デ
Y
ス
の
研
究
に
劃
す
る
一
考
察
|
|

田

杉

競

咽、
vv

割

}

1言

濁
通
銀
行
業
の
一
大
特
徴
と
せ
ら
れ
た
粂
替
主
義
は
十
九
世
紀
後
字
、
調
畑
地
の
工
業
闘
化
と
共
い
い
注
目
す
べ
き

叉
生良

現
象
と
な
り
、
世
界
大
戦
迄
績
い
た
。
之
は
英
園
の
分
業
主
義
(
預
金
銀
行
主
義
)
と
明
白
な
る
劃
照
を
示
し
、

行
の
集
中
と
併
行
し
た
る
炉
故
に
、
多
数
の
皐
者
の
研
究
針
象
と
な
り
、
ザ
ヲ
ト
ラ

h
、
ア
ド

Y
ア
・
ヲ
エ

l
バ

I
m
p
l
サ

九

、

-

グ

フ

ア

l
ニ
ツ
九
等
の
有
名
な
る
著
書
を
生
ん
ガ
。
他
方
粂
管
銀
行
主
一
義
は
本

シ
ユ

Y
ヅ
エ

来
工
業
企
業
の
設
立
を
金
融
的
に
援
助
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
銀
行
は
工
業
と
深
き
閥
係
を
結
ぶ
。

が
如
何
な
る
程
度
迄
如
何
な
る
方
向
に
進
h
u
か
つ
い
て
は
ヤ
イ
デ
Y
λ

、
ヒ

Y

ア
ア
デ
イ
ン
グ
等
の
研
究
が
め
る
、

こ
の
関
係

ヤ
イ
デ
Y

ス
の
著
書
は
「
濁
逸
大
銀
行
と
工
業
と
の
闘
係
長
に
銭
工
業
を
中
心
と
し
て
)
」
と
題
さ
れ
彼
の
ペ

y
y
l
ナ

!
・

A

V

デ
U
F

ス
グ
ゼ
U
F
U
Y

ヤ
ア
ト
の
重
役
た
り
し
地
位
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
る
豊
富
な
資
料
を
基
礎
Y

ど
し
、
此

の
方
面
に
お
い
て
最
も
詳
細
な
る
代
表
的
研
究
で
あ
る
。

ヤ
イ
デ
Y
ス
の
研
究
は
彼
自
身
色
い
ふ
如
〈
、
預
金
銀
行
と
信
用
銀
行
(
投
機
銀
行
)
と
の
何
れ
が
一
園
信
用
機
関

be-

Abt.， 
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ふ
-
も
の
で
・
も
な
く
、

一
定
の
時
、

叉
工
業
が
一
般
に
銀
行
に
如
何
な
る
作
用
を
及
ぼ
す
か
を
取
扱

一
定
の
庭
に
お
い
て
銀
行
が
工
業
に
如
何
な
る
聞
係
p
z
b
っ
か
を
考
察
す
る
。

と
し
て
理
想
的
な
り
や
を
問
題
と
せ
る
に
非
子
、

卸
ち
一
八
七

C
l
l
一
九

O
五
年
に
お
け
る
濁
逸
鏑
山
業
・
銭
鋼
業
及
び
電
機
工
業
と
濁
過
大
銀
行
と
の
闘
係
ぞ

考
察
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

ヤ
イ
デ
Y

ス
が
得
七
る
結
論
は
そ
の
後
ヒ

Y

プ
ア
デ
イ
ン
グ
等
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
一
般
化
さ
れ
、
そ
の
考
へ

方
は
甚
だ
炭
〈
行
は
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、

か
h

る
一
般
化
は
必
中
し
も
正
し
い
と
い
ふ
事
を
得
な
い
。
換
言
す

れ
ぽ
銀
行
の
工
業
に
謝
す
る
作
用
に
は
戎
る
限
界
が
あ
る
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ヤ

f
f
v
t
〉

-
フ
ノ

4
0

見
に
，
心
事
官
ド
知
何
な
る
舵
神
山
県
怖
の
下
一
い
お
い
て
起
つ
に
か
と
い
ふ
貼
が
こ
mu
場
合
者
泌
す
べ
か
ら
江
る
〕
問

題
で
あ
る
。
従
来
は
、
世
界
大
職
後
種
冷
な
る
事
情
の
た
め
粂
管
銀
行
主
義
が
濁
逸
に
お
い
て
も
次
第
に
不
明
瞭

'
と
な
り
つ
ヨ
あ
る
勅
が
、
主
と
し
て
銀
行
資
金
の
内
容
に
着
目
し
て
屡
と
論
ぜ
ら
れ
た
。
之
と
反
卦
に
主
左
し
て

工
業
の
側
に
お
げ
る
営
時
の
事
情
を
明
か
に
す
る
こ
と
、
之
が
小
論
の
目
的
で
あ
る
。

順
序
と
し
て
、
先
づ
ヤ
イ
デ
Y

ス
の
所
論
の
大
要
を
述
べ
、
次
い
で
一
九

O
O年
前
後
の
工
業
、
特
に
重
工
業

に
お
け
る
費
本
需
要
と
企
業
集
中
の
後
展
と
を
考
察
す
る
。

工
、
銀
行
の
態
度
の
艶
化

ヤ
イ
デ
Y

ス
は
工
業
の
殺
展
に
劃
し
て
銀
行
が
如
何
な
る
作
用
そ
及
ぼ
し
た
か
を
問
題
と
し
た
の
で
め
る
が
、

濁
逸
大
銀
行
主
工
業
の
集
中
運
動

第
四
十
三
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第
四
十
=
一
巻
四
一
四
一
一
凡

工
業
の
膨
脹
、
就
中
集
中
を
指
し
て
ゐ

ι。
問
題
を
分
っ
て
、
↓
銀
行
は
工

業
の
集
中
に
劃
し
て
何
等
か
の
影
響
を
輿
へ
る
か
、
二
工
業
の
集
中
に
於
げ
る
イ
ヱ
ジ
ア
テ
イ
ヴ
は
銀
行
に
あ
る

か
、
工
業
に
あ
る
か
の
二
知
と
す
る
句

濁
語
大
銀
行
と
工
業
の
集
中
運
動

第

披

彼
の
所
謂
工
業
の
援
展
と
は
大
盟
、

第
一
の
問
題
に
つ
い
て
、
工
業
の
集
中
に
封
し
て
銀
行
が
何
等
か
の
援
助
を
輿
へ
て
之
を
促
準
せ
る
こ
と
は
桶

め
て
多
数
の
』
貨
例
や
-u

堪
げ
て
明
か
に
認
め
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
工
業
の
集
中
と
ぞ
れ
に
潤
す
る
銀
行
の
援
助

、J
r
寺

F
L
.
，

、

ノ

可

四

-
L
1
h
h
W

CF
葺寸
4
F
rト

J
L
1
ト
し

こ
の
明
党
は
他
に
そ
の
比
を
見
一
5
5
雌
直
前
日
る
資
料
シ
以
て
充
ち
て
ゐ
る
o

第
二
の
問
題

に
つ
い
て
、
郎
ち
工
業
集
中
の
イ
ニ
ジ
ア
テ
イ
ヴ
は
工
業
企
業
自
身
に
あ
り
や
銀
行
に
あ
り
や
に
つ
い
て
は
、
解

答
は
必
4
7
し
も
簡
軍
で
な
い
。
勿
論
工
業
企
業
に
お
け
る
集
中
炉
工
業
自
身
の
考
慮
に
出
で
、
即
ち
工
業
自
身
に

存
す
る
根
操
か
ら
行
は
れ
る
こ
と
に
は
何
の
不
思
議
も
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
れ
以
外
に
銀
行
が
工
業
に
融
費
す
る

が
故
に
自
己
の
利
益
の
み
か
ら
集
中
を
強
制
す
る
と
い
ふ
事
が
屡
?
の
る
か
、
か
〉
る
銀
行
自
身
の
考
慮
に
出
づ

る
集
中
が
偲
令
存
す
る
主
し
て
も
例
外
的
場
合
で
は
な
い
か
、
と
い
ふ
事
が
問
題
冒
と
な
る
の
で
あ
る
。
ャ
イ
デ
Y
ス

に
依
れ
ば
、
多
く
の
場
合
に
集
中
運
動
の
イ
ユ
シ
ア
ア
イ
ヴ
は
工
業
の
側
に
あ
り
、
銀
行
は
背
後
よ
り
之
を
援
助
す

る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
唯
漸
〈
銀
行
が
積
極
的
と
な
り
、
追
随
的
態
度
伝
捨
て
工
業
と
の
充
分
な
る
協
働
に
よ
っ
て

集
中
が
行
は
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
は
一
八
九

O
年
以
後
、
特
に
一
九

O
O年
以
後
の
こ
と
な
り
と
し
て
ゐ
ム
o

而
も
そ
れ
は
此
の
研
究
の
殺
表
せ
ら
れ
た
る
一
九

O
五
年
頃
に
お
い
て
全
瞳
よ
ち
見
て
未
だ
荊
芽
的
な
る
も
の
に

過
ぎ
な
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

か
く
の
知
〈
彼
は
銀
行
の
工
業
集
中
に
劃
す
る
態
度
を
営
時
に
か
い
て
は
決
し
て

逸金融組織論、 279-352頁、特に349頁以下。
Jeidels， 3. a. 0.) S. 1， 181. 
a. a. 0.， S. 184・
a. a. 0.， S. 181-184， 103-105， 122'-123・
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大
な
る
も
の
と
せ
示
、
極
め
て
控
へ
目
な
結
論
し
か
下
し
て
ゐ
な
い
こ
と
は
充
分
注
目
に
値
ひ
す
る
鞘
で
あ
る
。

か
〈
て
一
八
九

O

l

一
九

O
O
年
を
境
と
し
て
銀
行
の
工
業
集
中
に
資
す
る
政
策
に
第
一
期
と
第
二
期
と
を

分
つ
こ
と
を
得
る
。

銀
行
と
工
業
集
中
と
の
閲
係
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
、
工
業
濁
自
の
理
由
か
ら
集
中
が
行
は
れ
て
、
銀
行
は
草

に
之
に
追
随
す
る
か
、

又
は
背
後
よ
り
之
を
促
進
す
る
に
過
ぎ
ま
る
場
合
が
あ
る
。
第
一
期
に
お
け
る
銀
行
の
態

度
は
概
h
M
之
で
あ
っ
た
り
集
中
は
或
は
生
産
技
術
的
理
由
よ
り
、
或
は
樫
掛
的
理
由
よ
h
ノ
、
或
は
人
的
理
尚
よ
り
、

仔
は
れ
、
会
〈
銀
行
の
千
ゆ
な
〈
し
で
も
行
は
れ
に
つ
』
イ
マ
ン
の
渦
泌
鍛
工
業
に
お
け
る
混
合
企
業
後
肢
に
闘

す
る
研
先
は
か
、
る
工
業
調
白
研
一
理
由
に
よ
る
集
中
仁
つ
い
て
多
致
の
買
例
ぞ
示
し
て
ゐ
る
o

又
原
料
購
入
闘
係
、

人
的
関
係
か
ら
の
結
合
も
屡
ミ
そ
の
例
を
見
る
。

一
九

O
二
1
1
0四
年
の
電
機
コ
シ
ヅ
エ

Y
ン
の
集
中
、
剖
ち

ア
Y
グ
マ
イ
ネ
電
気
合
百
枇
(
A
E
U
)
と
ウ
一
一
オ
ン
電
気
曾
祉
と
の
合
併
、
及
び

J
V
l
メ
ン
ス
・
』
U
Y

ス
ケ
合
同
一
枇
と
ん
y

ユ
ッ
カ

l
ト
舎
一
位
と
の
合
併
の
如
き
も
銀
行
の
力
な
く
し
て
行
は
れ
仁
色
の
で
あ
っ
九
o
ラ
イ
ン
・
ク
エ
ス
ト
フ
ア

リ
ノ
ア
石
炭
ジ
ン
ヂ
ケ

I
ト
に
謝
し
で
も
最
初
(
第
一
次
、
一
へ
九
三
l
l
l
一九
O
三
年
)
銀
行
は
唯
間
接
的
な
助
力
を
し
た
に

過
ぎ
な
い
。

第
二
に
、

hr
〈
の
如
き
銀
行
の
消
極
的
態
度
と
正
反
却
の
場
合
が
あ
る
。
印
ち
銀
行
の
強
き
援
助
の
下
に
集
中

ヤ
イ
デ

Y
ス
に
よ
れ
ば
第
一
期
に
お
い
て
は
例
外
で
あ
る
が
、
第
二
期
に
は
そ
の

が
行
は
れ
る
場
合
で
あ
る
が
、

特
徴
と
な
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
之
に
は
例
へ
ば
、
銀
行
が
融
資
せ
る
企
業
が
金
融
的
窮
境
に
陥
り
も
銀
行

濁
治
大
銀
行
と
工
業
白
集
中
運
動

第
四
十
=
一
巻

四
一
五

第

旗

大a
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濁
逸
大
銀
行
主
工
業
の
集
中
運
動

第
四
十
三
巻

四
一
六

第

脆

O 

は
そ
の
融
通
せ
る
資
金
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
命
日
枇
の
整
理
、
合
同
等
に
劃
し
て
立
入
っ
た
援
助
を
奥
へ

F
る

を
得
な
か
っ
た
場
合
が
め
る
同
然
し
か
〈
の
如
き
銀
行
の
態
度
は
自
由
意
思
的
で
な
く
、
止
む
を
得
玄
る
に
出
で

た
・
も
の
で
あ
っ
た
。

又
他
の
場
合
に
は
、
銀
行
が
一
工
業
部
門
の
数
企
業
に

E
大
な
る
融
資
ゃ
な
し
、

工
業
企
業

聞
の
競
守
に
よ
る
不
利
盆
を
遮
る
け
た
め
に
、
集
中
に
劃
し
て
担
当
t

闘
心
を
持
た

Z
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
例
へ
ば
製
鋼
業
組
合
∞
S
F
7
5勺
戸
内

2
2
E
E

之
に
参
加
ぞ
喜
ば
な
か
っ
た
y

エ

結
成
の
際
、

一
ツ
ク
ス
舎
祉

に
針
し
て
参
加
を
弧
制
し
わ
い
シ
ャ
ー
プ

ηJ
旧

E
-
Z
E
bり
5
o

p
-
-
J
9

一A
v

，L
A

J

-R~
こ
撞
一
'
し

l

l

1

J

 

ハ
ヲ
ゼ
ン
銀
行
聯
合
の
態
度
(
一
九
O
四
年
)

で
、
工
業
と
銀
行
と
が
緊
密
な
る
嗣
係
を
紘
び
も
耐
者
の
協
力
の
下
に
集
中
運
動
が
磯
展
し
た
例
は
濁
逸
の
炭
鍍

業
及
び
錨
鋼
業
に
於
い
て
見
ら
れ
た
。
茨
錨
業
に
お
い
で
大
な
る
勢
力
を
も
っ
ア
イ
ツ
セ
ン
と
ド
レ
ス
デ
シ
銀
行

と
の
結
合
関
係
、

ロ
ー
ト
リ
ン
グ
ン
・

Y
ク
セ
ン
プ

Y
グ
地
方
錨
鋼
業
に
支
配
的
な
る
シ
ユ
ベ
!
タ
!
と
U

ヤ

l

フ
』
ヲ
ゼ
ン
銀
行
聯
合
(
そ
れ
は
ラ
イ
ン
・
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
り
ア
鍛
銅
業
に
も
支
配
的
勢
力
を
も
う
)
と
の
闘
係
、
及
び
そ
の
聞
に
立

ち
て
雨
工
業
家
の
何
れ
に
も
親
し
き
ス
ア
イ
ン
ネ
ス
の
三
群
を
外
に
し
て
は
、

一
九

O
三
年
の
第
二
弐
ラ
イ
y

・

ク
エ
ス
ト
フ
ア
凶
ノ
ア
石
茨
シ
ン
ヂ
ケ

l
ト
の
成
立
も
一
九

O
四
年
の
製
鋼
業
組
合
の
成
立
も
不
可
能
で
あ
っ
た
。

銀
行
が
工
業
の
集
中
に
劃
し
て
放
任
的
態
度
を
と
る
場
合
と
積
極
的
態
度
ぞ
と
る
場
合
の
外
、
銀
行
が
仲
介
k

な
っ
て
集
中
ぞ
促
進
す
る
こ
と
が
め
る
。
帥
ち
一
銀
行
か
敷
企
業
に
闘
係
せ
る
た
め
、
こ
の
銀
行
を
中
心
曹
と
し
て

工
業
企
業
が
相
互
に
接
近
し
、
や
が
て
或
は
カ

Y
ア
Y
結
成
に
必
要
な
る
相
互
の
了
解
を
深
め
、
或
は
縦
断
的
叉

は
横
断
的
合
同
が
行
は
れ
る
こ
と
と
も
な
る
。
か
〉
る
銀
行
の
役
割
は
云
ふ
迄
も
な
く
単
に
集
中
に
劃
し
て
僅
か

:'1.. a. 0.， S. 203-2]('). 
a. a. 0目1S. 256-258， 147， 'Weber1 Ad.， Depm，jtenbanken und Spekulations-

ba.nken， S. 81-82 
s. s. 0.， S. 262-264・
a. a. 0.， S. 214. 
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な
援
助
を
典
へ
る
に
止
る
。

工
業
に
於
け
る
企
業
集
中
が
工
業
自
身
の
利
害
関
係
に
よ
っ
て
出
殺
し
、
銀
行
は
そ
の
大
な
る
牧
盆
を
期
待
し

得
る
顧
客
範
園
を
噴
張
ぜ
ん
た
め
に
之
を
促
進
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
一
腰
明
ら
か
な
事
で
あ
り
、
第
一
期
に
お
い

て
銀
行
が
集
中
に
卦
し
て
比
較
的
放
任
の
態
度
を
ど
っ
た
の
は
之
が
た
め
で
あ
る
。
然
る
に
第
二
期
に
入
り
、
嘗

て
は
例
外
で
あ
っ
た
銀
行
の
積
極
的
態
度
が
か
し
ろ
原
則
的
と
な
る
徴
が
見
え
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
之
は
明
ら

か
に
銀
行
が
工
業
企
業
及
び
そ
の
一
集
中
に
到
し
て
強
き
関
心
を
持
つ
に
至
っ
た
こ
と
、
友
び
銀
行
の
勢
力
が
掘
く

な
っ
た
こ
と
合
一
不
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
こ

削
七

J

工
業
集
中
に
劉
す
る
銀
行
の
干
渉
必
閉
山
及
び
可
能
性
が
形
づ

〈
ら
れ
仁
と
一
↑
一
一
回
ひ
得
ょ
う
。

三
、
重
工
業
の
資
本
需
要

銀
行
が
工
業
に
多
額
の
資
金
を
融
通
し
た
と
き
は
、
云
ふ
迄
も
な
く
銀
行
は
そ
の
資
金
が
安
全
に
投
資
さ
れ
て

ゐ
る
や
否
や
に
つ
き
絶
え
十
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
叉
若
し
不
幸
に
し
て
そ
の
工
業
企
業
の
管
業
服
態
が

悪
化
し
た
る
と
き
は
、
そ
の
融
通
せ
る
資
金
を
失
は
玄
ら
ん
と
す
る
限
り
、
更
仁
充
分
な
る
按
助
を
奥
へ
て
、
此

の
苦
境
を
切
り
抜
け
さ
ぜ
る
こ
と
色
必
要
と
な
る
。
銀
行
は
営
庫
貸
越
業
務
(
内
O

三
井
2
5ロ
仲
間
何
回
門

E
3
に
せ
よ
、

誼
券
義
行
業
務
に
せ
よ
“
又
は
株
式
参
輿
に
せ
心
、
兎
も
角
多
額
の
融
資
を
す
る
と
き
、
直
接
に
は
牧
盆
を
目
的

と
せ
る
こ
と
が
多
い
け
れ
ど
も
、
延
い
て
工
業
に
劃
し
て
或
る
程
度
の
干
渉
を
加
へ
る
と
と
〉
色
な
る
。
し
か
色

獅
逸
大
銀
行
ム
」
工
業
の
集
中
迩
動

第
四
十
三
巻

第

披

四
一
七

a. 3.. 0.， S. 182 

Jeide1s， a. a. 0.， S. 121-127・
a. a. 0.) S.ロ7-'43・
a. a. 0.， S. 110-121. 
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相
判
品
曜
大
銀
行
と
工
業
の
集
中
延
到

第
四
十
三
春

第

披

一一
一

四

i¥ 

そ
の
融
資

M
E額
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
、

叉
同
一
工
業
部
門
、

叉
は
相
前
後
す
る
生
産
段
階
の
多
〈
の
企
業
に
及

ぷ
程
、
銀
行
は
集
中
に
封
し
て
積
極
的
態
度
を
と
ら

F
る
ぞ
得
な
く
な
る
。
濁
逸
に
お
い
て
銀
行
が
工
業
企
業
に

調
し
、
殊
に
そ
の
集
中
に
劃
し
て
積
極
的
協
力
企
す
る
に
至
つ
仁
の
は
か
く
の
如
〈
或
る
工
業
に
劃
し
て

E
額
の

投
資
が
行
は
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

ヤ
イ
デ
U
Y

丸
仁
よ
れ
ば
、
一
八
五

0
1
i七
O
年
じ
比
し
て
一
八
七

O
年
以
後
に
お
け
る
銀
行
の
活
動
が
異
る

叫
と
J

て
、
け
工
業
企
業
川
大
資
本
に
も
り
、
従
っ
て
企
業
設
立
も
斐
義
一
ヤ
ふ
く
な
っ
に
こ
ム
、
日
入
銀
行

が
従
前
に
比
し
排
他
的
役
割
を
演
じ
、
銀
行
集
中
に
よ
っ
て
盆
ミ
工
業
に
劃
す
る
聞
係
ぞ
深
く
し
た
こ
と
、
日
銀

行
の
調
工
業
闘
係
が
多
面
的
に
且
深
く
な
っ
た
こ
と
、
酌
恐
慌
の
場
合
に
も
工
業
に
劃
す
る
闘
係
を
断
允
示
、
寧

，a
司、、

ろ
横
張
し
だ
こ
と
が
暴
げ
ら
れ
る
c

こ
の
傾
向
は
そ
の
後
も
盆
ミ
後
反
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
一
八
七

O
年
以
後
調
越
の
工
業
、
し
か
も
そ
の
或
る
部
門
に
お
い
て
如
何
に
資
本
需
要
が
激
増
し
、
銀
行

が
之
に
融
通
せ
、
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
か
を
見
ょ
う
。

こ
の
勢
が
一
九

O
O
年
以
後
特
に
著
し
か
っ
た
こ
と
も
次
の

毅
字
の
示
す
通
り
で
あ
る
。

調
逸
に
お
け
る
私
人
企
業
の
株
式
曾
枇
へ
の
轄
換
は
一
八
八

O
|
|
九
0
年
代
に
多
〈
、
新
設
せ
ら
れ
た
る
曾

吐
を
も
加
へ
て
一
九
一

O
年
ま
で
株
式
合
同
世
数
及
び
そ
の
資
本
金
の
増
大
は
著
し
い
も
の
が
あ
つ
に
。

一
八
八
三

年
に
は
株
式
命
日
枇
数
二
ニ
一

一
八
九
六
年
に
は
祉
教
一
一
-
七

一
、
ぞ
の
資
本
令
三
十
九
一
億
マ

Y

ク
で
あ
っ
た
が
、

二
、
そ
の
資
本
金
六
十
八
億
マ

Y
ク
に
上
っ
た
叫
し
か
も
そ
の
中
で
も
鉱
山
業
、
錨
鋼
業
及
び
電
機
工
業
は
こ
の

a. a. 0.， S. [05 

日ombart，W.， Die deutsche Volkswirt~chaft im :r~e!'，lIl.zelmten Jahrhl1ndert， 
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時
代
に
お
い
て
最
も
騎
著
な
後
展
を
遂
げ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

ヤ
イ
デ

Y
ス
が
彼
の
研
究
に
お
い
て
こ
れ
ら
工
業

杢
く
そ
れ
ら
が
嘗
時
著
し
い
費
展
を
と
げ
た
こ
と
冶
、
技
術
的
、
経
済
的
理
由
よ
り

E
額
の
資
本
を
必
要
と
し
た
に
依
る
出

を
特
に
取
り
上
げ
た
の
も
、

一
八
七
一
l
i
-
-

一
九
一

O
年
に
至
る
問
に
お
け
る
炭
錆
業
及
び
錨
鋼
業
の

接
展
は
次
の
生
産
物
債
額
及
び
株
式
命
日
祉
資
本
金
ピ
よ
っ
て
覗
ふ
こ
と
を
得
る
。

司王

事E
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勿
論
大
銀
行
は
危
険
分
散
及
び
替
業
範
閣
の
機
大
の
意
味
よ
り
し
て
地
域
的
及
び
工
業
部
門
別
に
見
て
工
業
に

勢
す
る
聞
係
が
一
部
に
偏
せ

F
る
や
う
に
努
力
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
刊
猶
資
本
需
要
の
大
な
る
工
業
に
多
額
の
融

濁
品
理
大
銀
行
と
工
業
の
集
中
運
動

策
四
十
三
巻

四

ブb

第

披
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狗
逸
大
銀
行
と
工
業
。
集
中
運
動

第
四
十
三
谷

第

披

四

O 

四

資
を
行
ふ
に
至
っ
た
こ
と
は
営
然
で
あ
る
。

か
〈
の
如
き
資
本
需
要
の
増
加
の
原
因
は
根
本
的
に
は
猫
逸
岡
民
控
祷
の
竣
展
で
あ
る
が
、
そ
の
他
種
々
な
る

も
の
を
翠
げ
得
る
。
錨
鋼
業
に
お
い
て
は
技
術
的
理
由
と
し
て
、

ジ

l
メ
ン
ス
・

7
Y
チ
ン
法
、

ト
!
?
ス
・
ギ

Y

ク
ラ
イ
ス
ト
法
の
如
き
新
製
鋼
法
が
夜
明
せ
ら
れ
之
に
よ
る
新
設
備
が
な
さ
れ
た
と
と
、
経
掛
的
理
由
と
し
て
舘

鍛
蝿
の
大
規
模
化
し
だ
る
ニ
と
、
及
び
絵
剰
元
新
利
用
、
漣
績
作
業
の
設
備
が
増
加
し
た
こ
?
と
が
翠
げ
ら
れ
る
。

炭
鉱
業
じ
お
い
て
は
新
な
あ
炭
旧
が
殺
見
お
れ
悶
殺
芯
れ
た
。

7
K
Y

〆

/

)

日

z
f

ノ

-

H，
F
Z
E
4
1
p
u
d
E

Z
J
d
j

月

J
r

川
じ
カ
盟
4
4
L
r
し
1
4官
官

fkef--裂

一
八
九
五
|
|
一
九

O
O
年
の
好
況
が
、
殊
に
そ

の
時
に
お
け
る
原
料
カ
Y
-
Y
Y
の
債
格
吊
上
政
策
炉
、
設
備
横
張
に
拍
車
を
か
け
た
こ
と
も
見
逃
し
得
な
い
。

得
す
る
に
め
に
設
備
の
憤
張
に
努
め
た
と
い
ふ
事
情
も
あ
る
c

か
く
の
如
き
工
業
の
資
本
需
要
の
増
大
に
拘
ら
や
、
品
百
時
濁
逸
金
融
組
織
は
之
に
臆
や
る

rけ
の
充
分
な
る
内

容
を
も
っ
て
ゐ
る
と
は
言
ひ
得
な
か
っ
た
。
地
方
小
銀
行
及
ぴ
私
人
銀
行
家
は
そ
の
地
方
に
お
け
る
工
業
企
業
と

関
係
し
て
ゐ
た
が
、
工
業
の
集
中
と
共
仁
必
要
な
る
費
力
を
持
仁
な
い
た
め
、
大
銀
行
に
併
合
せ
ら
れ
、
大
銀
行

司

の
み
が
大
工
業
に
融
資
す
る
や
う
に
な
っ
た
凹
而
し
て
一
般
公
衆
の
投
資
が
未
だ
普
及
せ
十
、
特
殊
の
投
資
仲
介

機
闘
も
な
き
た
め
に
、
命
日
枇
形
態
へ
の
轄
換
、
枇
債
穀
行
、
増
資
、
整
理
、
合
同
に
つ
い
て
も
概
ね
銀
行
の
援
助

が
必
要
で
あ
つ
に
。

い
は

v
金
融
業
務
に
つ
い
て
は
大
銀
行
は
会
〈
濁
占
的
地
位
を
持
っ
て
ゐ
に
の
で
あ
る
。
勿

論
金
融
合
一
枇
(
句
己
E
N
5
2
=
m
E岡
町
出
印

]-2ZP)
は
一
九

O
O
年
前
後
よ
り
少
数
見
る
こ
と
を
得
る
が
電
機
工
業
(
及

に
限
ら
れ
て
ゐ
仁

3
0

か
く
の
如
く
工
業
が
資
金
を
得
る
に
は
、
殆
ど
如
何
な
る
方
怯
に
よ
っ
て
も

び
鎖
道
事
業
)

Jeidels， :1. a. 0.， S目 .69-.80.
Vogclstcin， T.， Die rheini~ch-westfa.lische ~onll. atl- und Eisenindustrie(Scll1:.:ift 
en -des Vereins fur Soualpolitik， Bd. 106: Dil" Storl1ngen im deutschen 
Wirtschaft!:ileben， 1903)， S. 80， ，j、島精一、錨i銅栄吉.!t民史論、 325-338頁。
Voge1stein， a. a. 0.， S. 87・
J eidels， a. a. 0.， S. 38-40. 
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銀
行
の
助
力
を
要
す
る
た
め
、
銀
行
の
力
は
嘗
然
強
い
も
の
と
な
る
。

一
方
に
は
一
九

O
五
年
頃
肢
に
謹
券
殺
行

業
務
は
漸
次
衰
へ
つ
、
あ
っ
た
が
、
然
し
営
座
貸
越
業
務
等
に
よ
る
経
常
的
闘
係
は
盆
ミ
深
〈
な
ら
ん
と
し
て
ゐ

九
。
他
方
一
八
九
九
年
の
高
景
気
に
は
工
業
は
奨
観
的
な
市
場
観
察
か
ら
銀
行
信
用
を
多
く
利
用
せ
ん
と
す
る
傾

向
が
強
か
っ
た
。
又
株
式
及
び
世
債
の
緩
行
額
は
こ
の
頃
著
し
く
多
か
う
た
。

工
業
企
業
が
世
界
大
戦
後
の
如
〈
に
、
或
は
戟
守
に
基
〈
損
害
の
賠
償
を
受
け
、
叉
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
を
利
用

し
て
債
務
ぞ
轄
〈
し
、
コ
ン
グ
且

Y

ン
的
接
展

1e行
ひ
、
ぞ
の
結
果
資
金
の
需
要
が
さ
ほ
ど
著
し
〈
な
〈
、
他
方

そ
の
調
達
に
つ
い
て
色
銀
行
の
活
動
ょ
う
濁
立
し
得
る
な
ら
ば
、
工
業
は
銀
行
に
針
し
で
よ
り
限
き
地
位
仁
立
ち

料
る
。
大
企
業
は
い
長
期
の
資
金
辛
子
ゼ
立
て
も
二
制
盆
留
保
に
よ
，

J

内
自
己
金
融
b
c
行
ひ
、
真
に
三
株
式
・
枇
債

を
銀
行
の
援
助
な
く
し
て
色
発
行
し
得
る
や
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
叉
工
業
企
業
に
於
け
る
集
中
が
銀
行
集

中
を
凌
駕
し
て
著
し
き
大
資
本
と
な
っ
た
こ
と

V
亦
工
業
の
地
位
を
強
化
し
た
。
勿
論
銀
行
の
側
に
お
い
て
、
銀
行

の
自
己
資
金
が
外
来
資
金
に
比
し
て
減
少
し
、
又
資
本
が
融
乏
し
て
外
資
が
多
〈
道
入
さ
れ
、
か
く
て
銀
行
が
長

期
の
投
資
に
向
け
得
る
賛
金
を
充
分
に
持
た
な
い
と
い
ふ
理
由
が
あ
る
こ
と
は
屡
ミ
論
ぜ
ら
れ
た
如
〈
で
あ
る
。

要
す
る
に
信
用
機
関
と
し
て
の
大
銀
行
の
濁
占
的
地
位
に
謝
し
て
、

工
業
が
念
激
な
後
展
と
之
に
件
ふ
費
本
需

要
と
を
以
て
の
ぞ
み
り
場
合
、

工
業
は
相
避
的
に
弱
き
地
位
に
立
た
玄
る
を
得
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

一
九

O

O
年
前
後
よ
り
銀
行
は
そ
の
強
き
地
位
に
よ
っ
て
工
業
の
集
中
に
針
し
て
積
極
的
な
協
力
全
示
す
こ
と
が
必
要
と

な
り
、

E
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

濁
逸
大
銀
行
と
工
業
申
集
中
運
動

第
四
十
三
巻

策

挽

五

四

13) a. a. 0.， S. 236; Liefmann， R.， Beteil:igungs.. und F'inanzierungsgesellschaften， 
'93'， S_ 507-
]eidels， a. a. 0.， S. 180. 
Hagemann， a. a. 0.， S. 91-92 
•. a. 0.， S. 58-59・
a. a. 0.， S. 88， 182. 
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絢
逸
大
銀
行
と
工
業
の
集
中
迩
到

第
四
十
三
を

四

第

披

一
一
一
六

回
、
企
業
集
中
の
皆
展

銀
行
が
工
業
企
業
の
集
中
に
劃
し
て
積
極
的
態
度
を
と
る
に
至
っ
た
他
の
一
因
は
こ
の
頃
よ
h
ノカ

Y
-プ
Y
及
び

介
同
一
か
著
し
く
後
展
し
、
銀
行
が
之
に
強
き
閥
心
を
持
つ
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
濁
逸
に
お
い
て
は
一
八
七
三

年
以
来
一
八
九
四
年
迄
の
ニ
十
一
年
間
大
部
分
は
不
況
の
中
に
あ
り
、

こ
の
聞
に
企
業
集
中
が
次
第
に
多
〈
な
つ

た
め
で
あ
っ
た
む
そ
の
聞
に
は
好
況
期
も
あ
っ
に
が

J
八
八
八
年
よ
ち
九
(
)
年
に
.4ヤ

t

る
も
の
を
め
相
り
~JH阿
れ
も
阪

め
て
微
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
八
八
八
1
1
1
九
O
年
の
好
況
は
生
産
蹟
張
に
著
し
き
刺
戟
を
奥
へ
、
之
が
九

O

年
以
後
カ

Y
4
7
Y
の
成
立
を
促
し
、
更
に
一
八
九
五
f
|
|
一
九

O
O年
の
大
好
況
、
殊
に
そ
の
末
期
に
お
け
る
著

し
い
生
産
蹟
張
と
一
九

O
一
年
の
恐
慌
左
は
濁
逸
に
お
け
る
カ

Y
-プ
Y
後
建
史
上
一
つ
の
時
期
を
劃
す
る
に
歪
ら

し
め
た
。
叉
こ
れ
ら
好
況
期
に
お
い
て
原
料
工
業
カ

Y
-プ
Y
の
債
格
吊
上
政
策
が
単
純
企
業
を
座
抽
出
し
、
そ
の
頃

よ
り
上
下
雨
生
産
段
階
の
結
会
に
よ
る
混
合
企
業
の
後
展
が
著
し
く
な
っ
た
。

か
く
し
て
一
八
七
三
年
以
来
不
況

の
中
に
徐
今
に
進
み
つ
〉
あ
っ
た
企
業
集
中
が
、

一
八
九

O
年
頃
よ

h
極
め
て
速
か
な
ア
y
J
ゆ
と
な
り
、
闘
民
経

梼
上
金
く
看
過
す
る
能
は

5
る
現
象
に
ま
で
後
展
し
た
の
で
ゐ
る
。
島
平
界
に
お
い
て
も
一
八
八
三
年
ク
ラ
イ
ン
ヴ

エ
ヒ
タ
ー
が
カ

Y
テ
Y
台
程
梼
皐
に
お
い
て
始
め
て
問
題
と
し
て
以
来
、
ジ
エ

l
ン
ラ
ン
九
、

9
1
7
7
y
w
・ホ

l
レ
等
多
〈
の
撃
者
の
注
目
合
惹
〈
に
至
っ
た
。
工
業
自
身
が
牧
盆
肢
態
を
良
化
せ
ん
七
め
の
集
中
で
は
あ
る
が
、

之
に
劃
し
て
銀
行
が
深
き
闘
心
を
持
つ
に
至
っ
た
こ
と
は
何
の
不
思
議
も
な
い
。

Liefmann， R.， Kartelle， Konzerne und Trusts， 19301 S. 29; Vogelstein， T.， 
Die Finanzielle Organisation der kapit.li，tiscnen l"，dustrie und die MonopoJ-
bildungen， 1923 (G. d. S. VI. Abt.)， S. 419-42れ
Kleinwachter， F.， Die Ra.rtelle， 1883 
Schonlank， B.， Die Kartelle， ]890 
Liefmann， R.， Die Unternehmerverb1tnde， 18cj17 
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、

、

、

、

コ

ヨ

濁
逸
に
お
け
る
営
時
の
カ

Y
-プ
Y
の
数
は
、
リ
ノ
1

7

?

ン
じ
よ
れ
ば
一
八
六
五
年
に
四
、

一
八
七
五
年
に
八
、

一
八
八
五
年
に
九

O
、

一
人
九
O
年
に
一
一
一

O
、

一
九

O
五
年
に
毅
表
せ
ら
れ

一
八
九
六
年
に
二
六

O
を
算
へ
、

た
る
政
府
の
ヵ

y
-プ
Y
調
査
書
に
よ
れ
ば
同
年
に
三
八
五
の
カ

Y
4プ
Y
を
算
へ
、

の
高
度
な
ジ
シ
ヂ
ケ

l
ト
の
性
質
を
色
つ
て
ゐ
た
と
い
ふ
。

し
か
も
そ
の
中
約
二
百
は
組
織

こ
の
中
煉
瓦
製
造
業
の
一
三
こ
が
最
も
多
い
が
、
品
鞘

鋼
業
の
六
二
、
化
率
工
業
の
四
六
、
繊
維
工
業
の
三
一
、
採
石
工
業
の
二
七
、
石
炭
業
の
一
九
等
が
之
に
次
円
、
。

一
九
一
一
年
に
は
チ

l
y
レ
ユ
干

1
の
計
算
に
よ
れ
ば
五
五

O
乃
至
六

C
C
の
カ
ぞ
ア
Y
が
存
在
し
た
と
い
ふ
。

か
く
の
如
く
カ
ル
テ

U

げ
の
数
ほ
激
増
'T
同
地
た
の
で
あ
る
が
、

之
と
同
時
に
カ
U
F
-
T
M
F

の
組
織
b
著
し
〈
定
杢
な
ιり

。

円
ノ
:
よ
コ
二
O

こ
ヲ
弘
昌
司
4
主
主

r
t
f
4
2
F
〉

、

E

4

司
]

H

d

、}

l

b
j
f
t
〆

?

J

M

J台
出
血
刷
到
当
対
主
一

7
)
M
B
肩
身
埜
司

l
〆

K

1

F一3
4
p
{

、、
p
l
U
1ノ

ミ

一
1

、

ぜ

ト

h
S
A
t
-
-ョ‘‘
I
L
'れ
u
v
d
1
r

ノ

ゃ

l

H

J
j
J
F
(、
4
H
J
d
t
dい
北
↓
I
N
げ
た
利
絹
FU
〕，J
1
コ
む

カ
Y
4
7
Y
が
あ
っ
た
が
、

カ
Y
4
7
Y
の
経
騒
が
次
第
に
豊
富
と
な
る
仁
従
ひ
地
域
別
の
カ

Y
ア
Y
聞
に
提
携
が
行

は
れ
、
鑑
鋼
及
び
石
炭
に
つ
い
て
は
極
め
て
強
力
な
色
の
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
殊
に
一
八
九
三
年
設
立
せ
ら

れ
た
-
フ
イ
シ
・
ク
エ
ス
ト
プ
ア
リ
ノ
ア
石
炭
シ
ン
ヂ
ケ

1
ト
は
組
織
の
盟
国
に
し
て
包
括
的
な
る
駄
で
嘗
時
ヵ

y
-
7

戸
の
代
表
的
な
る
も
の
在
日
さ
れ
、

叉
之
が
錨
鋼
業
に
お
い
て
も
強
力
な
る
カ
Y
ア
Y
を
成
立
せ
し
め
る
こ
左
、

な
り
、

一
八
九
六
年
銑
載
カ

yaプ
y
m
o
r
a
R
5
2
E
E、
一
九

C
四
年
製
鋼
業
カ

Y
ア
Y

日
喜
一
宅
内
『
}G〈

2
E
E

げ
か
設
立
せ
ら
れ
に
。

一
八
九
五
年
よ
り
一
九

C
C年
に
至
る
好
況
期
の
終
り
頃
約
一
年
齢
、

フ
イ
ン
・
ヲ
エ
ス
ト

ア
ア
リ
ア
石
炭
シ
ン
ヂ
ケ

1
ト
を
初
め
原
料
部
門
の
カ

Y
4プ
Y
が
好
景
気
を
利
用
し
て
相
営
激
し
い
債
格
釣
上
ぞ

敢
行
し
た
こ
と
は
、
遂
に
輿
論
の
反
卦
を
招
き
、
政
府
を
動
か
し
て
カ

Y
ア
Y
取
締
の
準
備
的
調
査
を
行
は
し
め
る

制
問
品
堪
大
銀
行
と
工
業
の
集
中
運
動

第

披

七

第
四
十
三
省

四

P"hle， L.， Die KarteIIe der gewerbIicheな Unternehmer，18g8. 
Liefm:mn， Di<: Unternel、merverbande，ト" L!4 
Wiedenfeld~ K.， Gewe['bepolitik， 192:7，日 [13に土 <.0
a. a. O. 
小島精一、前情書、 549-584頁。
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第
四
十
三
谷

第

披

丹、

満
抽
坦
大
銀
行
と
工
業
の
集
中
運
動

に
至
っ
た
(
穴
。
三
『
包

-Eoユ
山
門
町
内
〈
巾
『
-
5
=
己
=
=
間
同
コ
ロ
ゲ
巾
『
弘

2
g
n
U
2
同回『昨日-一
P
出
己
・
?
?

四

四

3
0
γ
3
0
9
口
市
ロ

r'

4

-

、
.

4

4

、
-
-

印
円
ロ
コ
ロ
ロ
ロ
目
『
白
日
間
早
dvmw「
門
町
戸
』

4

宅
内
印
向
=

。c
m
E
G
O∞
)
如
き
、

叉
カ

Y
-プ
w
y

の
勢
力
の
強
大
と
な
つ
に
一
詮
擦
で
あ
る
。

か
く
し
て
一
九

C
C
年
前
後
は
調
逸
の
重
工
業
カ

Y
4プ

Y
の
後
展
に
お
い
て
特
に
注
目
す
べ
き
時
期
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
刊
、
、
、

A
口
同
及
び
コ
ン
ツ

z
y
ン
の
礎
展
も
亦
此
の
時
期
に
於
て
著
し
い
も
の
が
め
っ
た
。

』
イ
7

ン
の
研
究
せ
る
混

合
企
業
の
隆
盛
は
そ
の
一
例
で
あ
戸
る
。
・
7
j

，
は
技
術
的
及
び
経
神
的
諮
問
山
に
基
〈
も
の
で
あ
る
が
、
就
中
強
力
な

ザ臼カ
W
F

プ

y
m
u
一
統
制
い
か
か
出
る
藤
田
枇
を
侃
し
わ
い
こ
と
も
周
知
の
如
〈
で

Jmる。

ノI
.'〆

ラ'
zι 

づR

~;;' 

ノ

ア

1'i~ 

山
玩
シ
ン
ヂ
ケ
!
ト
内
に
お
い
て
一
八
九
四
年
加
盟
者
は
九
八
で
あ
つ
に
が
、
共
後
新
に
五
企
業
炉
加
は
つ
に
に
拘

ら
十
一
九

O
三
年
に
は
八
三
に
減
少
し
て
ゐ
る
。
郎
ち
こ
の
間
に
二
十
の
企
業
が
合
併
せ
ら
れ
て
濁
立
性
を
失
っ

た
の
で
あ
る
叫
又
一
八
九
三
年
頃
に
は
混
合
企
業
の
数
は
未
だ
大
な
る
-
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
二
九
一

O
年
に
は

製
錨
粂
管
の
炭
坑
毅
一
五
、
採
掘
量
三
三
、
四
九
四
千
ト
ン
に
し
て
会
採
掘
量
の
四

O
即
九
%
を
占
め
る
に
至
つ

ro

か
く
混
合
企
業
が
増
加
し
、
そ
の
接
展
が
皐
純
曾
枇
を
暦
迫
す
る
と
こ
ろ
よ
り
、
石
山
双
シ
ン
デ
ケ

l
ト
の
契
約
夏

改
(
一
九
O
一
一
一
去
、
錨
鋼
業
カ
Y
4プ

Y
の
成
立
(
一
九
O
四
年
)
は
著
し
い
困
難
営
経
験
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

工
業
の
集
中
が
著
し
く
謹
ん
だ
こ
と
が
銀
行
を
し
て
之
に
無
関
心
に
り
得

F
る
に
至
ら
し
め
h

い
こ
と
は
疑
ひ
な

い
が
、
然
ら
ぱ
集
中
、
特
に
カ
u
y
-
プ
U
F

の
殻
果
に
つ
い
て
銀
行
は
如
何
な
る
考
へ
を
も
っ
て
ゐ
た
で
め
ら
う
か
。

カ
M
Y
-
プ

Y
が
競
争
を
排
除
す
る
限
り
、
加
盟
企
業
の
牧
盆
を
向
上
せ
し
な
る
と
い
ふ
こ
と
は
明
か
で
あ
り
、
銀
行

は
第
一
に
こ
の
見
地
か
ら
工
業
の
集
中
を
背
後
よ
り
促
準
し
た
の
で
あ

L
。
夏
に
一
歩
準
ん
で
、

カ

Y
4
7
w
y
に
恐

Muhs， K.， Kilrtelle und Konjunkturbewegung， 1:933， 8. 15・

Wiedenfeld， K.， Das Rh.einisch..司WestfalischeKohlf:~nsyndikflt， 19] 2， S. 38. 
Dllschnitzky， S.， Das Konzernprohlem， 1927， S. r:r6. 
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慌
を
緩
和
す
る
作
用
雪
期
待
せ
り
や
否
や
に
つ
い
て
は
明
か
で
は
な
い
が
、
営
時
の
撃
者
の
識
と
同
様
、
或
る
程

ジ
エ

l
y
ラ
ン
ク
は
カ

Y
4
7
Y
に
よ
り
経
漕
の
逗
績
性
が
増
大
す

グ

Y
ン
ツ
エ

Y
は
一
九

O
一
年
の
恐
慌
に
於
て
之
を
緩
和
す
る
作
用
公
認
め
得
る
と
な
し

こ
九
O

二
年
三
又
ア
オ

l
グ
Y

シ
ユ
タ
イ
ン
も
同
様
な
る
作
用
を
認
め
て
ゐ
る
(
一
九
O
二年
)
O

皮
之
を
期
待
し
て
ゐ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

る
し
」
し
(
一
八
九
O
年
三

ア
且

Y
ヵ
ー
に
よ

カ
Y
4プ

Y
に
は
高
景
気
を
緩
漫
に
す
る
作
用
が
め
る
と
共
に
、
不

況
期
に
は
超
稗
生
活
の
激
動
を
少
〈
と
も
或
る
程
度
防

σこ
と
を
得
る
と
考
へ
て
ゐ
だ
と
い
ふ
。

れ
ぱ
、

カ
U
Y
4

プ
M
F

運
動
に
聞
係
あ
る
人
や
は
、

(一九
O
一一一年)

要
す
る
に
一
九

O
C
年
前
後
は
工
業
に
お
け
る
集
中
が
著
し
き
毅
尽
を
途
げ
、

殊
に
重
工
業
に
お
い
て
は
混
合

企
業
の
陀
雌
1
仁
川
悦
聞
な
品
カ

u
y
n
y
y
の
成
立
と
が
見
、
ら
れ
に
c

ち
、
営
時
の
不
況
期
を
之
に
よ
っ
て
切
り
抜
け
ん
と
考
へ
た
ゃ
う
で
あ
る
。

同
時
に
銀
行
は
か
〉
る
間
味
気
に
た
な
る
閥
心

rr持

銀
行
が
工
業
の
集
中
に
積
極
的
態
度

を
と
っ
た
こ
と
は
此
の
鈷
か
ら
も
了
解
し
得
る
の
で
あ
る
。

玉
、
結

言

我
ん
ザ
は
以
上
に
・
お
い
て
ヤ
イ
デ
Y

ス
の
研
究
せ
る
嘗
時
の
碕
逸
工
業
の
航
態
を
概
観
し
た
。

一
八
九

O
ー
ー
ム

九

O
O年
前
後
の
時
期
な
る
色
の
は
、

一
八
八
八

'
|
l九
O
年
の
好
況
期
に
頑
〈
不
況
期
(
一
八
九
四
年
迄
)
と
六
年

に
亙
る
犬
好
況
期
二
八
九
五
l
l
一九
O
O
年
)
と
恐
慌
(
一
九
O

一
年
)
と
佐
合
か
。

一
八
九
四
年
迄
は
捕
逸
経
捕
は
長
期

的
不
況
期
に
あ
り
、
ぞ
の
後
は
世
界
大
戦
ま
で
長
期
的
好
況
期
と
見
ら
れ
る
。

で
も
め
り
、
麺
動
が
甚
だ
し
か
っ
た
時
で
あ
っ
た
。

一
般
経
済
状
態
は
い
は
Y
轄
換
期

工
業
、
殊
に
茨
鏑
業
、
錨
鋼
業
及
び
電
機
工
業
の
如
き
重
工

濁
逸
大
銀
行
と
工
業
の
集
中
運
動

第
十
三
巻

四

五

第

披

九

Jeidels， :l. !¥. 0.， S. '::!53・
Wolfers， A.， Das Kartellproblem im Lichte der deutschen Kartelliter:ltl1r， 
1931 (5. 1[0-111)による。

13) 
14) 



濁
唱
曲
大
銀
行
と
工
業
の
集
中
運
動

第
四
十
三
巻

四
二
六

第

易産

O 

業
は
著
し
き
殺
展
の
過
程
に
あ
り
、
大
な
る
資
本
需
要
に
つ
い
て
専
ら
銀
行
の
力
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
叉
工
業
の
集
中
に
お
い
て
は
混
合
企
業
と
主
要
カ

y
eプ
戸
の
額
著
な
穀
展
が
一
時
期
を
劃
し
て
ゐ
た
。

銀
行
が
工
業
の
集
中
に
劃
し
て
追
随
的
態
度
ぞ
脱
し
て
積
極
的
協
力
を
な
し
、
雨
者
が
集
中
の
援
展
に
つ
い
て

同
様
な
る
重
要
さ
を
持
つ
に
去
っ
た
、
と
ヤ
イ
デ
Y

ス
が
述
べ
た
の
は
恰
も
此
の
一
九

0
0年
前
後
か
ら
の
こ
と

で
あ
る
。
尤
も
、
こ
の
傾
向
は
一
九

C
五
午
、
そ
の
研
究
の
接
表
せ
ら
れ
七
る
時
に
は
、
未
七
蔵
芽
に
し
て
確
六

あ
間
山
明
と
は
見
る
こ
と
を
何
な
い
'
と
し
て
ゐ
品
。

工
業
の
集
中
は
資
本
主
義
経
済
営
然
の
師
結
で
め
っ
て
上
越
の
時
期
に
特
有
の
現
象
で
は
な
い
c

故
に
銀
行
は

数
企
業
に
融
資
し
て
ゐ
る
か
、
又
は
融
資
が

E
額
で
あ
る
限
り
、
工
業
の
集
中
を
促
進
す
る
態
度
を
と
ら
‘
ぎ
る
営

得
な
い
。
然
し
さ
り
と
て
必
や
し
も
銀
行
が
工
業
の
集
中
に
イ
ニ
シ
ア
ア
イ
ヴ
を
と
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
c

ヤ
イ
デ
Y

ス
の
結
論
の
一
般
化
の
前
に
考
慮
す
べ
き
一
鮪
が
め
る
の
で
め
る
。

蓋
し
他
方
に
お
い
て
、
銀
行
に
比
し
て
工
業
の
相
謝
的
地
位
が
弱
け
れ
ば
、
七
め
に
銀
行
の
干
渉
が
積
極
的
と

な
る
こ
と
は
嘗
然
で
あ
る
が
、
然
し
若
し
事
情
が
之
と
異
り
、
大
戦
後
の
調
理
の
如
〈
工
業
に
比
し
て
銀
行
の
相

封
的
地
位
が
弱
〈
な
れ
ば
.
銀
行
の
態
度
ほ
消
極
的
と
な
ら

5
る
を
得
な
い
。
雨
者
の
勢
力
を
決
定
す
る
要
素
は

上
越
の
如
〈
種
冷
め
る
け
れ
ど
も
、
要
す
る
に
銀
行
の
査
金
内
容
と
工
業
の
資
金
調
達
方
法
、
郎
も
資
本
市
場
の

構
成
で
め
ら
う
。
換
言
す
れ
ば
工
業
が
銀
行
資
本
よ
り
如
何
程
調
立
し
て
行
け
る
か
が
問
題
で
あ
石
。
偶
ミ
一
九

0
0
年
前
後
よ
り
世
界
大
戦
迄
濁
逸
重
工
業
は
大
銀
行
に
強
く
依
存
し
て
ゐ
た

E
こ
ろ
か
ら
上
越
の
ヤ
イ
デ
Y
ス

の
観
察
し
た
る
如
き
事
買
は
生
れ
で
来
た
の
で
あ
る
。


